
八重山の海と 島のフォーラム 

本企画は、独⽴⾏政法⼈環境再⽣保全機構地球環境基⾦の助成を受けて⾏うものです 
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や い ま

八重山うみしまフレンドシップ

特定非営利活動法人 石西礁湖サンゴ礁基金

－八重山のうみとともに、いつまでも－

◆八重山のサンゴ礁生態系の衰退
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◆八重山のサンゴ礁生態系の衰退
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 すべてのステークホルダーがマイナスのインパクトを与えている．
 農家等はインパクトを低減しても直接的な利得にはつながりにくい．
 観光客や居住者は消費行動を通し間接的にも影響を及ぼしている．
 飲食店舗や観光事業者は，生産物の購入を介しつながっている．
 農家は食品加工事業者や製糖工場を介して影響を及ぼしている．

◆サンゴ礁生態系への負荷

 直接的に恩恵(生態系サービス)を享受しているのは，居住者，観光
客，ホテル等観光事業者，ダイビング，エコツアー事業者，漁業者
 サンゴ礁生態系が保全・再生された場合に直接的な利得を主に得る

可能性があるのは，恩恵を直接的に受けているこれら関係者．

◆サンゴ礁生態系からの恩恵

3



◆サンゴ礁生態系への負荷
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 八重山で海やサンゴ礁を守る行動や、海の環境への負荷を少なくする取り
組みをされていたり、これから始めようとされる事業者、団体、個人を広
く募集し、「八重山うみしまフレンドシップ」として登録します。

 そして、参加者の情報交換をしながら交流を育みつつ、輪を広げていきた
いと思います。

 さらに、望ましい行動のガイドラインを次第に作成して提供することで、
行動のレベルアップを促していきます。

◆「八重山うみしまフレンドシップ」登録制度について

⼋重⼭の海や
サンゴ礁を守
る⾏動や、海
への環境の負
荷を少なくす
る取り組みや、
予定している
事業者、団体、

個⼈など
参加・登録

情報交換、交流

八重山
うみとしまの

フレンドシップ

八重山
うみとしまの

フレンドシップ

⾏動の
レベルアップ

ガイドラインの提供
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◆フレンドシップ登録制度の骨格

(a)取組主体

 石西礁湖サンゴ礁基金、
及び連携・協働する団体
で運営

 石西礁湖自然再生協議会
のワーキンググループが
母体

(b)登録対象

 八重山地方のすべての事
業者、団体、個人

 八重山地方を応援する事
業者、団体、個人

(c)登録要件

 石西礁湖自然再生に該
当/予定する行動

 登録団体の行動を
チェックする仕組みを
組み込む

 ガイドラインで行動の
レベルアップを促す

(d)登録のメリット

 ロゴマークをさまざまに
活用が可能

 Webサイトや印刷物等で
登録者を紹介

(e)資金調達

 登録者や関心を寄せる
事業者，団体，個人等
から寄付を募る

 ファンドレイジングで
の資金確保による運営

(f)ロゴマーク

 取組の内容をイメージ
できるロゴマーク

 キャッチフレーズは
「八重山の海とともに、
いつまでも」

■目的

八重山地域のサンゴ礁が育む豊かな海と島を守る人の輪を育み，広げていく

◆シンボルマーク
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◆フレンドシップ登録制度の骨格

事業者

団体

個人

サンゴ礁生態系
に配慮した事業

サンゴ礁生態系
に配慮した行動

サンゴ礁生態系
に配慮した生活

フレンド
シップ

登録制度

ガイドライン

石西礁湖自然再生協議会（ワーキンググループ）

登録

ロゴマーク

サンゴ礁の保
全に関心を寄
せる事業者，
団体，個人等

情報提
供・発信

情報提
供・発信

ファンド
レイジン

グ

寄付等

連携・協働

寄付等

◆フレンドシップの登録要件

石西礁湖自然再生全体構想行動計画に該当/予定する行動なら登録していく

ただし、 グリ ーンウォッ シュやフリ ーラ イダーを防ぐこ と を工夫する
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分類 取り組み

選
択(

1
つ
以
上
）

排水やゴミなどで
海を汚さない

■汚水を減らす ■ゴミを減らす（プラ

スチックを含む）

■下水道に接続する、

浄化槽を正しく使

う

■赤土の流出を減ら

す

■家畜排せつ物から

の流出を減らす

■農薬や化学肥料の

使用を減らす、使

わない

■CO2 の排出を減ら

す

■その他

海の観光等の負荷
を減らす

■サンゴに触れない、

傷めないようにす

る

■生き物を捕らない、

追いかけない、餌付

けしない

■海浜や海底の清掃

に参加する（ビーチ

クリーン等）

■海の環境に配慮し

たツアーを工夫する、

参加する

■受入れ人数や時間、

場所に配慮する

■海を守るボランティ

ア活動に参加する

■使い捨ての資材や

機材等を使わない

■その他

サンゴ礁の回復を
助ける

■オニヒトデ等を駆

除する

■サンゴの再生を図

る

■生きものの保護区

を守る

■その他

サンゴ礁のことをよ
く知り、伝え、広め
る

■環境学習を行う ■サンゴ礁をよく知り、

大切さを伝える

■サンゴ礁を保全す

るために寄付をす

る

■その他

その他
【具体的な内容】

必
須

上記の他に、海の
環境に影響を与え
る予定

■影響を与えないように努める ■影響を与えることがありうる

上記の理由

◆フレンドシップの登録対象

※年1 回の状況報告を頂く、事務局からも状況確認を行う場合がある

◆フレンドシップの登録・更新にあたっての配慮事項

① 活動の具体的な内容を文章で記入してもらう

② 登録の活動対象以外に、海の環境に影響を与える予定が

あるかなどを問う

③ 登録書を事務局で確認する

④ 必要に応じてインタビューや現地確認を行う

⑤ 必要に応じて改善を要請する

⑥ 登録者を公開する

⑦ 登録者に年1回の状況報告を頂く

⑧ ガイドラインの提示でステップアップを促す

⑨ 登録の保留を組み込む
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◆フレンドシップ通信の発行

◆ガイドラインの例
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◆フレンドシップ登録の目標

 ハーバード大学の調査から、そのプロジェクトの賛同者数がそのコミュ
ニティの3.5％に達すると浸透すると言われている。

 八重山の人口：約54,000人（石垣市 49,710人竹富町 4,288人 2021年）

 54,000人×3.5％≒1890人 → 2000人・団体を目標とする

分類 初年度 2年後 5年後 10年後

ダイビング・エコツアー事業者 20 60 100 200

ホテル等観光事業者※ 10 40 80 150

小売店（飲食店含む） 10 40 100 300

農家（畜産を除く） 10 20 40 100

畜産農家 5 10 20 50

漁業者 5 10 20 50

環境系団体 5 10 20 30

居住者等個人（人） 40 120 200 1,000

その他（工場、加工、建設等） 10 20 60 120

計 115 330 640 2000

※2020年宿泊施設数（石垣市：384軒、竹富町：148軒）

◆八重山うみしまフレンドシップの普及戦略（1）

■イノベーター理論
 イノベーターとアーリーアダプターの層に普及させることで拡大していく
 アーリーアダプターは影響力が大きい（オピニオンリーダー，インフルエンサー）

■キャズム理論
 アーリーアダプターとアーリーマジョリティの間に深く大きなキャズムがある
 キャズムを越えるため、製品やサービスに安心感を与える等の戦略が必要

イノベー
ター

アーリー
アダプター

アーリー
マジョリティ

レイト
マジョリティ

ラガード

2.5％ 13.5％ 34.0％ 34.0％ 16.0％

キャズム
利
用
者
数

時間
初期市場 メインストリーム
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◆フレンドシップの普及戦略（2）

 株出栽培や⾚⼟対策を⾏う農家に
働きかけ（アーリーアダプター）

 農業環境コーディネーターと連携
 営農対策なしは損することを訴求
 キャズムを超えるため、製糖工場

へ働きかけ、連携する

サトウ
キビ
農家

 環境の保全、配慮を⾏う事業者に
働きかけ（アーリーアダプター）

 キャズムを超えるため、⼋重⼭の
観光協会や商工会、⻘年会議所等
へ働きかけ、連携する

ホテル、
小売店

 耕畜連携を⾏う農家や排せつ物対
策を実施している農家に働きかけ
（アーリーアダプター）

 キャズムを超えるため、JA おき
なわ⼋重⼭地区営農振興センター
や⽣産組合等に働きかけ

畜産
農家

 産卵保護区、漁獲制限、オニヒト
デ駆除、海底清掃、環境教育に取
り組む漁業者に働きかけ（アー
リーアダプター）

 キャズムを超えるため、⼋重⼭漁
業共同組合との連携

漁業者

 意識や関⼼は⾼い層が多い
 配慮や保全活動をする事業者へ働

きかけ（アーリーアダプター）
 キャズムを超えるため、事業者の

協会や組合等と連携

海の
観光事
業者

 環境保全に関⼼の⾼い層へ働きか
け（アーリーアダプター）

 マスコミ、オピニオンリーダー
(インフルエンサー)に働きかけ

 海の環境の関連イベントなどとリ
ンクさせた取組を⾏っていく

居住者

◆フレンドシップの普及のための働きかけ

■５ つのアクショ ンによる普及展開 - 5 Actions for Expanding -

①関心のある団体、 事業者への呼びかけ

②地域の関連協会・ 団体への働きかけ

③マスコミ 報道やSNS等への広報活動や呼びかけ

④インフルエンサー（ オピニオンリ ーダー） への働きかけ

⑤イベント などの実施による呼びかけ

関心のある団体、
事業者

地域の
関連協

会・団体

フレンド
シップ
登録制度

イベント
など

マスコミ報
道，SNS 等

働きかけ

呼びかけイベント
等の実施

広報活動

関心のある団体、
事業者

関心のある個人

関心のある個人

関心のある個人

関連のある団体
事業者

関連のある団体
事業者

関心のある個人

関心のある団体、
事業者

呼びかけ

インフル
エンサー

インフル
エンサー

関心のある団体、
事業者

フレンド
シップ
登録制度 関心のある団体、

事業者

関心のある個人

関心のある個人

関心のある個人

関連のある団体
事業者

関連のある団体
事業者

関心のある個人

関心のある団体、
事業者

マスコミ報
道，SNS 等

イベント
など

地域の
関連協

会・団体
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◆フレンドシップ登録の目標

115
330

640

2,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2022 2024 2027 2032

⼈
・団
体

年度

登録者の目標

◆八重山うみしまフレンドシップのWebサイト
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◆皆さまへのお願い

 少しでもできることから始めませんか？

 八重山う みしまフレンドシップに登録してく ださい！

 シンボルマークをどんどん使ってく ださい！

（ お店でも、活動でも、マスコット としてでも・ ・ ）

 お知り 合いの方にぜひご紹介してく ださい！

 フレンドシップの仲間と情報交換しましょ う ！

 もし、可能でしたらご寄付もお願いします！

 ステップアップしていきましょ う ！
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◆クラウドファンディングを始めます 目標：120万円

【寄付を頂いた資⾦の使途】
□「⼋重⼭うみしまフレンドシップ」の普及の活動費︓30万円
□ シンボルマークのシール印刷費︓10万円
□ サンゴ礁により良い⾏動を促すガイドライン作成費︓60万円
□「⼋重⼭うみしまフレンドシップ」の運営費︓20万円
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2022年 ４月２４日
石西礁湖自然再生協議会

吉田 稔

「サンゴ礁」とは？

大昔のサンゴや他の生き物の骨などが固まって、
長い年月をかけて作られた海面下の岩塊や地形のこと。

刺胞動物というイソギンチャクの仲間で生物のこと。

サンゴ礁とサンゴは別物！

「サンゴ」とは？

16



そのサンゴ礁の周りに世界の人口の2割が集中し、
80の国がある（自然の防波堤で高い防災機能を持つ）

サンゴ礁の広さは、地球表面の約０.１％に過ぎない。

地球上のサンゴ礁

☆豊かな水産資源（世界の漁獲量の約10%）

☆高い多様性
（生物種は9万種以上、浅海生物の35%保持）

☆美しい自然景観・憩いの場
（世界屈指のリゾート施設が集中）

その他いろいろある！
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東京

八重山諸島
のサンゴ礁

八重山諸島のサンゴ礁の位置

東京から約2000kmで飛行機で3時間半の距離
沖縄本島から約400km、 台湾から約270km

石垣島

新城島
黒島

小浜島

竹富島

西表島

石西礁湖

・石西礁湖を中心として我が国最大のサンゴ礁の面積
・サンゴの種類は、360種程度で世界有数
・美しい海中景観でダイバーが毎年約10万人来島

八重山諸島のサンゴ礁
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１．サンゴの大規模な白化現象

今、八重山のサンゴがあぶない！
脅威のベスト３

２．オニヒトデの大規模な発生
３．有害な陸水の流入
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赤土、畜産排水、生活排水、農薬などの陸水からの流入

巨大台風の

被害
トムル崎2006年台風
13号のコモンサンゴ群
の被害状況

台風通過後、

サンゴが消えて
た！
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真栄里海岸前
2006年

強い波浪でサンゴ
が割れ、レキに埋も
れる！地形が変
わっていた！

巨大台風の

被害

地球温暖化などにより、海水温が30度を超す日が続くと
サンゴは適応力がないため、白くなり死に至る。
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最近の地球温暖化によるサンゴ礁の変化

 1998年から始まったサンゴの白化現象が頻繁に。

 九州、四国ではサンゴによる漁業被害がはじまる。

 毎年起こる異常気象、台風の巨大化、発生頻度が極
端、予想外のコースなどが生じている。

今、人類が経験したことない時代を生きている！

1980年頃

2002年

1991年

サンゴの被度（サンゴが海底
を覆っている割合） が５０％
以上の海域

サンゴ被度の変遷

リモートセンシングによる解
析の結果？

潜って調べるモニタリング調査
も重要である。
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日常的に行われているモニタリング

・天気予報

・株式相場

・健康診断

・ダイエット

対象の状態を監視・観測して記録

過去の記録と比較して分析

今起こっていることを評価し、未来を予測

問題が予想された場合は対策を立てる

石垣島周辺海域では
1998年から現在に至
るまで24年間、77地

点で同じ時期、同じ地
点で同じ項目を調査
しデータを積みあけて
きている。

調査項目はサンゴ被
度、サンゴの生育型、
稚サンゴの新規加入
状況、白化の状態、
オニヒトデの出現状
況など。
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サンゴ平均被度の経年変化（1997～2021）
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サンゴ被度・生育型

2015年

0 1 2 3 4 5 km

N

塊状ハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

エダハナガササンゴ型

コモンサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

コモンサンゴ型

塊状ハマサンゴ型

アオサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

Ⅰ　枝状ミドリイシ型

Ⅱ　枝状・卓状ミドリイシ混成型

Ⅲ　卓状ミドリイシ型

Ⅳ　ミドリイシ以外の特定種優占型

Ⅴ　多種混成型

Ⅵ　ソフトコーラル優占型

サンゴ生育型サンゴ類被度

極めて不良（10％未満）

不良（10％以上、25％未満）

優良（75％以上）

良（50％以上、75％未満）

やや不良（25％以上、50％未満）

コモンサンゴ型

コモンサンゴ型
アナサンゴモドキ型

パラオハマサンゴ型

2011年

サンゴ被度・生育型

2017年
2021年

0 1 2 3 4 5 km

N

塊状ハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

エダハナガササンゴ型

コモンサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

コモンサンゴ型

塊状ハマサンゴ型

アオサンゴ型

ユビエダハマサンゴ型

Ⅰ　枝状ミドリイシ型

Ⅱ　枝状・卓状ミドリイシ混成型

Ⅲ　卓状ミドリイシ型

Ⅳ　ミドリイシ以外の特定種優占型

Ⅴ　多種混成型

Ⅵ　ソフトコーラル優占型

サンゴ生育型サンゴ類被度

極めて不良（10％未満）

不良（10％以上、25％未満）

優良（75％以上）

良（50％以上、75％未満）

やや不良（25％以上、50％未満）

枝状コモンサンゴ型

コモンサンゴ型

パラオハマサンゴ型
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大きく変化する
サンゴ類

St35平久保西

調査日時：2009年9月

サンゴ被度80％
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St35平久保西

調査日時：2015年12月

サンゴ被度1％未満

オニヒトデ食害後、５年
度回復せず

St35平久保西

調査日時：2021年9月

サンゴ被度5％未満

オニヒトデ食害後、
10年間回復せず
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大きく変化する
サンゴ類

St46浦底湾口

調査日時：2009年10月

サンゴ被度80％
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St46浦底湾口

調査日時：2020年11月

サンゴ被度70％未満

２０２１年崎枝半島
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２０２１年底地ビーチ沖

２０２１年米原Wリーフ
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八重山海域周辺の現況

 現在オニヒトデは適正な生息密度であるが、大発
生する予測は難しく突発的に起こる可能性がある。

 白化現象は1998年から頻発し、2003年、2007年、
2016年とその間隔が短くなっている。

 悪いことばかりではなく、石西礁湖・西表島周辺の
サンゴ類の回復力は、沖縄島と比較するとかなり
高い。

 特に有効的な手段はない！

 毎年来る台風がサンゴの白化現象の特効薬！

夏場に海水温が２～３度低下し、浅海をかき混ぜきれい
にする、深海のきれいで栄養のある海水を供給する

（でも、超大型台風直撃は避けたい）

 サンゴ移植では今まで効果が出ていない！

（なぜなら頻繁に白化現象が起きるから・・・）

一番いいのは海域を健全な状態に保つこと！
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サンゴ礁保全活動は、すべて地球温暖化防止

地球は、海は、生物は繋がっている！
森羅万象の中で、独立して存在するものは何ひとつない！

私は都会に住んで切るし、潜ったこともないし…

やってもらうしかないね（こんな人が大多数）

しかし、多くの人が意識を変えるだけで
大きな変化が起きる。

 海岸ゴミは拾いまくる

 日焼け止めは使わない

 水を大切に使う

 電気の無駄遣いをしない

 ゴミは分別してリサイクル

 生ごみは推肥に

 環境にやさしい洗剤を使う

 料理の汚れや油を流さない

 ゴミになるものは使わない

 マイバック、マイボトルを使う

 エコドライブをする

 車はできるだけ使わな

 グリーンカーテンを多用

 高性能のガラスに代える

 新しい冷蔵庫を買う

 新しいクーラーを買う

 給湯器を買い替える

 外断熱を見直す

 シャワーヘッドを変える

 そのほかにもいっぱいある

例えば、

日常的にやれるコツは、
「やらされる」ではなく「やりたい」にする。
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どうせ30~40年後にはこの世にいないし( ﾟДﾟ)

無理せず楽しくライフスタイルを変えるといわれても・・・

あきらめ、しんどい、めんどくさいなどネガティブ感が高まる！

まず、手軽なものから始めて日常化する！

自分が得しておもしろい

誰かに、どこかにやらされている感じがする( 一一)

家族から喜ばれる、教えたくなる、感謝される

他人の幸せが自分の幸せと強く感じるようになる！
やりたいから行動している環境オタクの誕生！

省エネ省資源のテクノロジーはほとんど確立している
通常化してくると世の中が変化する弾みになる

 これ以上、自然環境が悪くならないようにすること。他人
事から自分事へシフト。

 知らなかったら守れない、情報知識をどん欲に入れよう。

 したいからやる気持ちの良いライフスタイルの転換

 仲間を増やし地域での信頼を得て、政治を動かすよう
な大きな声を上げ国レベルの広がりにする。

世界を変えていくのは組織ではなく、
個人の意志である。
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サンゴ礁文化の継承と
持続可能な地域づくり

筑紫女学園大学現代社会学部 上村 真仁

八重山うみしまフレンドシップ キックオフ・フォーラム
八重山の海と島のフォーラム

応援講演

2022年4月24日 14:25〜14:55  ⽯垣市市⺠会館 中ホール

１．“サンゴ礁文化”について

２．“持続可能な地域づくり”の考え方

３．サンゴ礁文化の継承を掲げる意味

４．地域に根ざすことで世界とつながろう

５．フレンドシップの可能性と期待

今日のお話し
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サンゴなどにより形成された

サンゴ礁の生態系サービスにより育まれた文化

※生態系サービスとは：生物・生態系に由来する人間にとって有益な機能のこと。2001

年〜2005年95カ国1,360人の専門家が参加し、生態系の変化が人間の福利にどのような影
響を及ぼすかを研究した「国連ミレニアム生態系評価」などで提示された。
出典：地球環境辞典 総合地球環境学研究所編 弘文社

サンゴ礁文化

八重山の海と シマの関わり

• 琉球王府時代集落の地先のイノー（礁池）は、
集落にその権利が帰属していた。外から訪れた
人々は、ウミガネー（入漁料）を払わなければ
漁をすることはできなかった。

出典：事例レポート・イノーの世界 上田不二夫

集落総有の海としてのサンゴ礁
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サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 調整サービス）

• サンゴ礁の海岸に自生するアダン
やクバなどの植物は海風や塩から
集落を守っている。

• 真夏の照りつける灼熱の太陽から
人々を守る木陰を作っている。

海岸
植生

• 人々は、植物から島の気候に合った合
理的な⺠具を生み出し、それは現在も
利用されている。

• サンゴ礁の沿岸植物は、生活に必要な
様々な⺠具の材料として利用された。

手業

サンゴ礁の多様な生態系サービス
（ 供給サービス・ 文化的サービス）
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• サンゴ礁の礁原（ピー）は、天然
の防波堤として、島が波で侵食さ
れることを防いでいる。

• サンゴ礁に守られた穏やかな海
（礁湖、イノー）は、人々の多様
な海の利用を支える前提となった。

防波

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 調整サービス）

• 島の土壌とサンゴ礁堆
積物は深く関わってい
る。

• サンゴ礁段丘がフラッ
トな農地を形成

出典：沖縄の土壌
http://homepage3.nifty.com/okinawa-dojyou/

土壌
地形

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 基盤サービス）
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• 飢饉や戦後の食糧難の時代に人々暮ら
しを支えた「宝の海」「命継ぎの海」。
現在も多くの村人がおかず捕りを行う。

• 海人草を始め、様々な海藻、海洋生物
が薬として利用された。

食料
薬

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 供給サービス）

• 井⼾の囲いは、ハマサンゴを海の
中で切り抜いて運び出した。

• サンゴの転⽯は、屋敷囲いの⽯垣
や踏み⽯、柱の礎⽯に、テーブル
サンゴは、窯で焼いて赤瓦を留め
る漆喰として使用した。

建材
景観

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 供給サービス）
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• ニンガイのたび、誰も踏んでいな
い浜砂を集め香炉に。ゆがふをも
たらす東の海に祈る。

• 災いを海のかなたへ遠ざける。

祭事
神事

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 文化的サービス）

• 新たな価値として、シュノーケル
観察のフィールドやサンゴ礁保全
を体験できる観光や環境教育の場
として利用されるようになってい
る。

観光
教育

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 文化的サービス）
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• サンゴ礁の研究のために多くの研
究者が白保を訪れ、多くの科学的
な知見が蓄積されている。

• サンゴ礁保全や沿岸域管理など白
保の取り組みを学ぶ研修が行われ
るなど、他地域への情報発信がな
されるようになっている。

研究
知識

サンゴ礁の多様な生態系サービス（ 文化的サービス）

生物文化多様性
Biocultural diversity platform

• 人間が自然の恵み（生態系サービス）を賢く利用
する際の規範が、伝統的な文化習慣

• 人間活動の影響を受けて形成、維持される２次的
自然環境保全の重要性の認識の高まり

→里山・里海の重要性

（ 2010年 第10回生物多様性条約締約国会合）
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「里海」という考え方
「人手が加わることにより生物生産性と

生物多様性が高くなった沿岸海域」
（柳哲雄九州大学名誉教授）

白保魚湧く海保全協議会
サンゴ礁文化を継承する里海づくり

→サンゴ礁を保全し、
その恩恵を受け継いでいこうとする

地域づくりのこと（里海づくり）

30 by 30 
により更に重要に

2030年までに陸域と海域の30%以上を自然環境
エリアとして保全するという国際目標。

2021年G7気候・環境大臣会合

日本の現状
陸域約20.5%、海域約13.3%の保護区設定
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人と自然の共生地域OECM

• OECMとは、Other Effective area-
based Conservation Measure（その他の効果
的な地域をベースとする手段）

（ 2010年 第10回生物多様性条約締約国会合）

→「人の適切な営みによって、結果、自然が守
られている場」の重要性が国際的に認識される。
→農業や林業など生産活動の場所も「自然保護
に貢献する可能性を持つ」と考えられる。

• サンゴ礁保全を、環境省や自然保護団体や漁業
者、ダイビング事業者に加えて、島で活動する
全ての人々（農林業者、ホテル、飲食店、行政
機関など）に拡大することが可能である。
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持続可能な地域づくりとは
サンゴ礁保全（環境保全）、伝統文化の継承（社会・文

化）、暮らし向きの向上（経済）に統合的に取り組むこと。

サンゴ礁環境
保全

地域文化
継承・創造

暮らし向き
向上

地域が主体となり、地域の抱える課題を統合的に解決
するものであること。

八重山における
持続可能な地域づくりの指標

サンゴ礁の多様な生態系サービスの再生・向上に
より沿岸地域の人々の暮らしの向上につながる

持続可能な地域づくりへのコンセンサス

サンゴ礁環境
保全

地域文化
継承・創造

暮らし向き
向上

具体的には、

②文化を継承するこ
とでサンゴ礁が守ら

れる取り組み

③経済活動を行うこと
でサンゴ礁が守られる

取り組み①緩やかなビジョン

と推進体制

④サンゴ礁保全が
文化の継承につな
がるような仕組み

⑤サンゴ礁保全が
収入増につながる

ような仕組み

サンゴ礁環境

伝統文化 暮らし向き
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サンゴ礁環境

伝統文化 暮らし向き

サンゴ礁保全につながる地域特産品の開発
グリーンベルト植物の活用、収益から寄付

サンゴ礁環境

伝統文化 暮らし向き

～グリ ーンベルト の経済価値の創出
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サンゴ礁環境

伝統文化 暮らし向き

サンゴ礁保全に資するツーリズム展開

ツアーの構造 サンゴ礁環境

伝統文化 暮らし向き

NPO夏花
ツアー事務局
・外部との窓口
・地域関係者の
コーディネート

旅行代理店
民間企業
学校など

サンゴ礁や保全活動に関
心のある都市住民

地域内民宿

日曜市生産者・青年会等

シュノーケル事業者

農家・畜産家

多様なサンゴ礁の生態系サービスの恩恵を地域関係者に配分
保全活動へのサポーターの確保

レクチャー
シュノーケル

農業体験・民泊・グ
リーンベルト植栽
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サンゴ礁文化の継承を目標に掲げる意味

第3章 サンゴ礁文化を継承する里海づくり
−沖縄県白保集落

上村真仁・アニー・クラウス 2018.3出版

Enlivening Ecosystems with Human Hands: Building 
Satoumi Through Coral Reef Culture
Masahito Kamimura and C. Anne Claus 2022.4出版

地域に根ざすこ と で世界と つながろう

白保魚湧く海保全協議会
〜伝統漁具の復元・活用

48



参加国・地域：7カ国12地域が参加

世界海垣サミットの開催（2010年）

2019年大分でも世界サミット開催→次回は台湾で

SDGs  Goal14とサンゴ礁文化

国際連合教育科学文化機関（UNESCO）の諮問機関 国際記念物遺跡会議
（ICOMOS）が、海垣の研究プロジェクトをSDGs 14のゴールに位置付け

49



国際海洋科学の10年

https://panorama.solutions/en/solution/safeguarding-underwater-cultural-heritage-

stone-tidal-weirs-earth

サンゴ礁文化の継承と サンゴ礁生態系の保全
の何もが、 持続可能な島の実現に必要！！

フレンドシップの可能性と期待

海やサンゴ礁を守る行動をどう捉えるか？

海の環境負荷軽減 ＋ α

新しいサンゴ礁文化
創造への期待
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• 八重山の海・陸の生態系サービスを利用してき
た伝統的知識と生態系の一体的かつ効率的な保
全を目指す

• 各島やシマで、事業者、
組織、団体、個人が自然
と文化の保全と活用を通
じ豊かな八重山の創生に
取り組む

ご清聴ありがとうございました。
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SDGs モザイクアート作成 ひまわり畑を作る 
投稿された写真を集めて、SDGs をテーマとし
たモザイクアートを作成する。 
作品は⽯垣市役所の新庁舎に掲載予定。 

写真の投稿数×10 円 の⾦額分で八重山⻘年会議
所がひまわりの種を購入。赤土防止対策のため、
ひまわりの種を植えるイベントを開催し、体験を
通した SDGs の理解を図る。 

・インスタグラムで本事業の専用アカウントを開設する。 
（１） SDGs に関する様々な周知内容を投稿する。 
（２） SNS を通して、未来に残したい八重山の写真を募集する。 

SNS での周知 

・インフルエンサーと連携して、この取り組みを周知拡散する。 

・下記２点（モザイクアート・ひまわり）の活動を伝えることで、 
 “あなたの行動が何かのためになる”という動機付けを与える。 

八重山⻘年会議所 60 周年記念事業 

SDGｓ普及事業「２０３０やえやま大作戦」 

・SDGs という言葉の認知 
・「海の保全」というテーマから、具体的な

活動とリンクさせた SDGs の理解 
 

SDGs の八重山地域での状況 SDGs の周知・理解 
 

目 的 
 認知度： 32.4％ 

理解度： 22.5％ 

対 象 
 

八重山地域の住⺠及び地域に関わりのある人々 

― 令和 2 年沖縄県実施調査 ― 

K P I  写真の投稿数 ２０３０枚 

予 算  530,000 円 
・広告デザイン費     100,000 円 
・モザイクアート作成   400,000 円 
・ひまわりの種購入費 〜３0,000 円 
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西表島エコツーリズム協会の取り組み

（ 特非） 西表島エコツーリズム協会

徳岡春美

西表島エコツーリズム協会 概要

～ 人と自然が共生する西表島 ～

環境
保全
環境
保全

環境
教育
環境
教育

文化
継承
文化
継承

エコ
ツーリズム

エコ
ツーリズム

 1994年 西表島エコツーリズムガイドブック

「 ヤマナ・ カーラ・ スナ・ ピト ゥ」 発行

 1996年 西表島エコツーリズム協会発足
 2002年 西表島エコツーリズムセンター設置

 2010年 協会のNPO法人化
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排水やゴミなどで海を汚さない

☑
汚水を減らす

☑
ゴミを減らす（プ
ラスチック含む）

☑
下水道に接続する、
浄化槽を正しく使
う

 
⾚⼟の流出を減ら
す

 
家畜排せつ物から
の流出を減らす

☑
農薬や化学肥料を
減らす、使わない

 
CO2の排出を減ら
す

 
その他

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●石けん製品の販売・ 普及啓発
☑
汚水を減らす
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亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●販売品のビニール包装を減らす
☑
ゴミを減らす（プ
ラスチック含む）

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●バガス容器の利用促進
リユースカップレンタル

☑
ゴミを減らす（プ
ラスチック含む）
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亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●古謡と米づく りの会
☑
農薬や化学肥料を
減らす、使わない

海の観光等の負荷を減らす

 
サンゴに触れない、
踏まない、傷めな
い

 
生きものを捕らな
い、追いかけない、
餌付けしない

☑
海浜や海底の清掃
に参加する（ビー
チクリーン等）

☑
海の環境を守るツ
アーを工夫する、
参加する

 
受け入れ人数や時
間、場所に配慮す
る

 
海を守るボラン
ティア活動に参加
する

 
使い捨ての資材や
機材等を使わない

☑
その他
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亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●ビーチクリーンの運営サポート
海中清掃

☑
海浜や海底の清掃
に参加する（ビー
チクリーン等）

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●１バッグビーチクリーン
☑
海の環境を守るツ
アーを工夫する、
参加する

1バッグビーチクリーンの実施ガイドの条件

ビーチクリーンリーダー

ツアーの中で、１袋のゴミを拾おう！

西表島でカヌーやトレッキング、スノー
ケリングなど自然体験アクティビティに
参加されるお客さんが、
ツアーの中でガイドさんと
１袋（１バッグ）のビーチクリーンに協
力してもらう取り組みです。
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11

カヌー×BC サバニ×BC

●１バッグビーチクリーン
☑
海の環境を守るツ
アーを工夫する、
参加する

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●利用のルールづく り
☑
その他

西表島エコツーリズム推進全体構想

 海域エリア利用ルール

自然環境保全、船の航行、 ポイント と利用、 港湾の利用

アンカーリング、 安全管理などの項目についてのルール

 アクティ ビティ 毎の1ガイドあたりの案内客数等の制限
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サンゴ礁の回復を助ける

 
オニヒトデ等を駆
除する

 
サンゴの再生を促
す

 
生きものの保護区
を守る

☑
その他

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●サンゴ礁保全活動のサポート
☑
その他
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サンゴ礁のことをよく 知り、
伝え、 広める

☑
環境学習を⾏う

☑
サンゴ礁をよく知
り、⼤切さを伝え
る

 
サンゴ礁を保全す
るために寄付をす
る

 
その他

亜熱帯林と滝などの地形

希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●サンゴスタディ プログラム
☑
サンゴ礁をよく知
り、⼤切さを伝え
る

☑
環境学習を⾏う
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希少生物

サンゴ礁域と多種多様の海洋生物

●サンゴスタディ プログラム
☑
サンゴ礁をよく知
り、⼤切さを伝え
る

☑
環境学習を⾏う

希少生物

●サンゴの分類と同定ワークショ ップ
☑
サンゴ礁をよく知
り、⼤切さを伝え
る
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希少生物

●オリジナルてぬぐい
☑
サンゴ礁をよく知
り、⼤切さを伝え
る

その他、 海の環境を守ること
につながること

☑
陸の環境を守る

☑
川の環境を守る

☑
島の先人たちの知
恵から学ぶ

☑
エコツーリズムを
推進する
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知る
いきもの

環境
文化

く らし

知る
いきもの

環境
文化

く らし

伝える
応援

してく れる人を
増やそう

伝える
応援

してく れる人を
増やそう

守る
一人一人の
守る行動

守る
一人一人の
守る行動

我がけーらぬ命
島とぅとぅみ
あらしょうり

私たちの命が いつまでも
島と共に ありますように

私たちにできること、やるべきこと
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会長大堀健司

2017年4月
団体の名称を「石垣島アウトフィッターユニオン」と改め
再スタート。水辺の事業者のみでなく、陸をフィールドと
した自然体験を提供する事業者の参加も得て、横のつなが
りを広く持ちながら、持続可能な観光の発展を目指す。

2005年4月
石垣島での水辺を中心とする観光業の安全確保のために、
事業者が集まり「石垣島沿岸レジャー安全協議会」を設立。
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地域共生
・地域生活・文化・景観
への配慮
・地域への還元
・公共のマナーを守る

環境保全
・自然を壊さない
・自然を守る
・自然を再生する

安全対策
・活動の安全を図る
・事故を防止する
・安全の啓発

良質な
プログラム
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環境意識

高

低
観光客数
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化石燃料を使わない３日間のサスティナブルツアー

２０２０年11月18～20日
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2022年4月24日
「八重山の海と島のフォーラム」

~取組紹介~

サンゴの島の
暮らし発見！
プロジェクト

特定非営利活動法人
喜界島サンゴ礁科学研究所

研究員 鈴木倫太郎
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喜界島での取組紹介

プロジェクトの目的
①「サンゴ礁文化」を再認識する
②「サンゴ礁文化」をわかりやすい形で活用できるようにする
③「サンゴ礁文化」の活用から「地域活性化」「伝承文化継承」
④「サンゴ礁の保全」に結びつく地域の活動の展開を目指す

サンゴの島の暮らし発見！プロジェクト
サンゴ礁文化をキーコンテンツとした

地域の課題解決

喜界町役場・喜界島サンゴ礁科学研究所・WWFジャパン
協働プロジェクト

サンゴの島の暮らし発見！プロジェクトサンゴの島の暮らし発見！プロジェクト

喜界島のサンゴ礁文化

サンゴをくりぬいて
作った芋洗い鉢

「フムラー」

「ビンドゥン様」

「サンゴの石垣」

サンゴの化石が御
神体

「サンゴの灯籠
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喜界島のサンゴ礁文化

隆起サンゴ礁の地形を
活かしたおかずとり

「追い込み漁・イザリ」

２０１８年 サンゴ礁文化の発掘と探索

サンゴ礁文化の聞き取り発掘と地図上表記
での見える化、現地での実地調査の実施

２０１９年 サンゴ礁文化体験・冊子作成
前年度調査結果をもとに、サンゴ礁文化の
体験活動を実施、普及のための冊子が完成

サンゴ礁文化資源 現地調査
（アクティビティ）

掘り起こしたサンゴ礁文化の保全
継承を目的とした調査体験活動

石垣島白保での研修会
「地域の暮らしとサンゴ礁
生態系のつながりの構築」
を実践する白保で、喜界の
地域関係者が学ぶ場を設定

2018 - 2020年度「サンゴの島の暮らし発見！プロジェクト」の流れ

未来にサンゴ礁文化を継承するための
持続可能な取り組みに必要な体制づくり

２０２０年 未来に伝えるサンゴ礁文化

継承の担い手となる
住⺠グループの萌芽 荒木集落を未来につなげる

荒木盛り上げ隊
島の景観を守る

阿伝サンゴの石垣保存会
喜界島を１００年後に残す

喜界島サンゴ礁文化連絡会議
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「サンゴ礁文化の資源調査」

荒木集落

荒木集落

上嘉鉄集落

早町・塩道・白水集落
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⽯垣島白保研修
喜界島の方が白保を訪れ
サンゴ礁文化の保存と活用に
ついて研修を受けました。

何回かの活動を通して、もっと集落のことを知りたい、何か出来る事はないか、
既存の団体ではない新しい組織として、活動してみようと…

荒⽊集落の住⺠による任意活動団体

「荒木盛り上げ隊」結成
・サンゴ礁文化を起点とした集落課題の解決

⇒集落機能の衰退を防ぐ
・人口減少 ・空き家問題 ・方言の衰退

・コミュニケーションの衰退

昔のことを知り、今に活かし、魅力ある荒木集落にしたい

・サンゴ礁文化を起点とした集落の活性化
⇒集落の文化を活用

・文化の継承・環境教育 ・郷土教育
・集落ツアープログラムの開発・ツアーの実施
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「阿伝サンゴの石垣保存会」発足

早町第1回ACT 「早町小 ⽯垣積み体験」
2021年11月14日（土）

サンゴの石垣修復・保存
課題・過疎化によるサンゴの石垣の減少

⇒ 保存維持が困難 技術者が不在

・石垣の保存継承活動の組織的な実施
⇒組織的な⽯垣の維持保存
・小学校の授業で石垣修復

⇒文化の保存と継承、環境・郷土教育

地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築 喜界島モデル事業

喜界島サンゴ礁科学研究所

喜界島観光物産協会

よんよーり喜界島

喜界町役場

WWFジャパン
（専門家：上村真仁先生）

環境省 荒木盛り上げ隊

阿伝サンゴの石積み保存会

事業実施者 キーステークホルダー

他集落の住民

小学校

島内外の事業者

アーティスト

喜界町役場 他担当課

中学校・高校

地域住民

サンゴ・文化保存に関わ
る協議会

島内外へのインパクト

資源調査の実施 資源リストの作成

ステークホルダーの調査 人材バンクの作成

白保研修
新たなキーステーク

ホルダーの誕生

ワークショップの実施

サンゴ礁文化フォーラム

アンケート調査結果

地域内外の連携体制

Activity Output Outcome

小学校で石積みが授業化

他集落の調査・活動の要望

サンゴ礁文化保全連絡会議

Impact

サンゴ礁文化体験コース

喜界町総合振興計画

サンゴ礁文化写真展

サンゴ礁文化ウェブサイト

ジオパーク申請推進

サンゴ留学

“サンゴの島”
商品・サービスサンゴ礁文化サミット

・サンゴ礁保全には、様々な関係者の参画が必要
・一元的ではなく、多面的な波及効果を見込むことが重要

・横断的な関係性の構築
サンゴ礁と人との繋がりの認識 ⇒ サンゴ礁保全への意識
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次世代の教育

保全に向けた
環境情報の共有と提言

サンゴ礁をフィールド
とした教育の実践

NPO法人
喜界島サンゴ礁科学研究所

地域のプラットフォーム

漁業・農業従事者
ネイチャーガイド

サンゴ礁資源を活用あるいは保全の付加価値をつけた
商品・サービスの収益の一部を保全に還元

地域による
サンゴ礁資源の活用

サンゴ礁保全

行政機関
環境・地域政策・交流人口の増大

商工業者・観光業者

教育機関
地域の誇り・価値の創造

「100年後に残す」ための持続可能な地域づくりへ「100年後に残す」ための持続可能な地域づくりへ

「地域のプラットフォームとしての機能」
八重山うみしまフレンドシップが持つ役割と可能性に期待
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フサキ沖から大崎沖のサンゴを
復活させたい

1

2

石垣島富崎エリアから大崎エリアの海洋域にお
ける自然環境及び生物の生態系に親しみ、その
自然環境の保全、維持を目的とした活動をおこな
うことで、海洋の生態系や郷土の文化や集落の

景観、農地、など本来の自然環境に即したこのエ
リアの美しさを後世に残すために、環境保全の保
護意識の普及や啓発及びこれらの活動を推進す
るための指導者の育成を行うことにより、地域の
方々ならびにこの地に訪れる方々が喜んでもらえ

る社会づくりに寄与する。

美らんどの趣旨
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3

NPOを目指す美らんど4つのテーマ

⽣活排⽔ グリーンベルト 海岸海中
ゴミ拾い

家畜の
糞尿

4

グリーンベルト実際どんなものがある︖

ヤシの木などの植栽月桃などの植栽

アセロラなどの植栽

観葉植物の植栽

ベチベル（稲）の植栽

農家さんの声

「植えた後の管
理は？大変なの

よ。」

どこでだれ
が植物を生
産する？
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5

海岸・海中ゴミ拾い

屋良部海底遺跡の浅瀬のアーチ入り⼝
で回収したペットボトル

名蔵湾で回収した電池

名蔵湾で回収した業務用カッパ 桜⼝で回収した空き缶竹富南で回収した
食品容器

6

ダイビングボートとして考えられること

ドローンでの沖から
の漂着ごみ調査

マリントイレを
ペーパーレスにする

マリントイレを汲み取
り式orため込み式に
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7

これからの取り組み

フサキ沖
定点観察

陸から⾏けない
ビーチの
ゴミ拾い

環境に配慮した
ダイビングボー

ト企画
牧場への
協⼒依頼

自慢のWAKE UP CALL船上ランチ
○鶏そぼろ塩ラーメン

○豚汁＆ジューシーご飯(沖縄風炊き込みごはん）

○ハヤシライス

○クリームシチュー＆ピラフ風チャーハン

○カルビ肉あんかけ沖縄焼きそば

○煮込みハンバーグ＆白米＆コーンスープ

○おろしツナスパゲッティ

○カレーうどん

○おでん＆稲荷ずし

○お雑煮（正月限定）

○あんかけかた焼きそば

○軟骨ソーキゆし豆腐そば

○冷やし中華

○牛丼＆お味噌汁
等々

8

年間700名のゲ
スト様なら21年
で14700食！
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小さな存在の⾃分にできること

企業⾏政

〇⽣活排⽔の浄化槽の配備・促進
〇観光客へのゴミへの配慮ポスター
〇企業への依頼・⽀援※例えば、⻭ブラシ廃⽌したホテル
企業には何か⽀援がある、などの企画

SDGʼSへの取り組み
〇太陽光発電
〇ホテルなら使い捨て⻭ブラシやかみそりなどの廃⽌
〇観光業ならECOカーへの切り換え

ヒト
ひとり

ヒト⼀⼈の小さな努⼒を継続していくこと
〇ごみを減らすための取り組み
〇皿洗いの前に肺布で拭きとる
〇割りばしをもらわない
〇⽔筒を持ち歩く
〇⾃転⾞通勤 など

いい影響を与
えられる環境の
一部としてのヒ

トとなりたい

10

ダイビングサービス

WAKE UP CALL
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人と環境にやさしい農業
花谷農園

炭素循環農法（たんじゅん農）
窒素肥料なし 農薬なし 除草剤なし 水やりなし
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土壌微生物が団粒構造を作る

近代農業（慣行農法）
窒素過多 農薬 除草剤 硬盤層
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硬盤層を壊し土壌微生物を育て
水はけ良く水持ちの良い土づくり

人にやさしい農業は自然にもやさしい
人にやさしい
• 窒素肥料を使わない事で虫が減り農薬散布はしなくて済

むようになった。
• 防除の時間が無くなり労働時間が減った。
• 窒素過多じゃない野菜はえぐみがなく、どれもほんのり

甘い。こどもがよろこんでたべる
自然にやさしい
・雨が浸透する土づくりで土壌流亡を防ぐことにより

さんごの死滅を食い止める。
・陸地に浸透させた水が地中を通り海に流れ出ることで

ミネラル分の多い水になり海洋の生物多様性を保つ
・農薬や除草剤を使わないことで自然環境の微生物層を

破壊しない。
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コラコラ（coral collabo）
さんごにやさしい八重山ローカル認証

農業と飲食と宿の事業者でガイドライン作り
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コラコラが目指すもの
• 環境に配慮した事業者の製品が

消費者によって選ばれる循環。

• 買い物を通して自然環境への関
心を高めたい。

• 漁業 畜産 観光など様々な分
野で地域のみんなで考えたガイ
ドラインの導入を目指す。

環境に優しい経済循環

コラコラ認証事業者 現在10組！！

大浜農園

さんだ農園

花谷農園

宮城ガーデン

畑里

パイナップルクラブ

ルーツ
土楽

バラック

ばん
ちゃん
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R４年度 環境省地域循環共生圏事業
採択

リニア型の経済、物流をサーキュラー型に転換するための取り組みをサ
ンゴ礁基⾦さんをはじめ、様々な団体と連携して取り組んでいきたい

おしまい
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集落は、実に美しい。
本土の中世の村落のように条里で区画され、

村内の道路はサンゴ礁の砂でできているために品の良い白みを帯び、
その白さの上に灰色斑とも言うべきさんごの石垣が続き、
その全体として白と灰色の地の上に、
酸化鉄のような色の琉球瓦の家々が夢のように並んでいるのである。

司馬遼太郎・街道をゆく・竹富島抜粋
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1945年 竹富島
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1957年
外村吉之介氏来島

1959年
岡本太郎氏来島

1970年
台風大干ばつ

2019年
地域自然資産法施行
入島料開始

1980年
土地買い戻し運動

1986年
竹富島憲章制定

1987年
歴史的景観形成地区保存条例制定

2014年
来島者数50万人超え
（仮称）コンドイビーチリゾート計画

2005年
来島者40万人超え

入島料導入までの経緯

1998年
世界的なサンゴの白化現象
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年に一度は道や庭に
サンゴの浜砂をまき

サンゴ岩を積みあげ
台風除けの石垣を作り

キクメイシを屋敷の基礎石に

テーブルサンゴを焚き上げて
石灰を取り出し
漆喰を作る

竹富島のまちなみは
サンゴとともにある。

「ウルマ」の「ウル」とは、サンゴや漆喰、「マ」は島のことを言います。
昔の人は島がサンゴでできていることを知っていたのかもしれませんね。

健康な島と海

不健康な島と海
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©Hiroyasu Funakoshi

我々が目をそらしてはいけないこと

この海の下に
たくさんの生き物たちがいる

ぼくら人間がサンゴ礁の生態系に
悪影響を及ぼしているという事実❕❕

©Hiroyasu Funakoshi
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しかいとぅ みーはいゆー

一般財団法人 竹富島地域自然資産財団
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